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コース概要 

 

アジアを苦しめた日本の帝国主義に終止符を打った太平洋戦争の終戦から 65年

の時間が経たにもかかわらず、日本とアジアの関係は未だに複雑な問題に包まれ

ている。たびたび起こるアジアでの反日感情、日本とアジア諸国の間の領土紛争

などはこの複雑な関係の象徴でもある。何故このような関係が続いているのか。

どうすれば日本とアジアの建設的関係の修復が可能だろうか。日本・アジア関係

の問題は互いの歴史的事実の認識の違いから始まる。そのため、客観的であり、

多角的な歴史認識こそが日本・アジア関係の修復に重要である。本授業では日

本・アジア関係を外交史の観点から分析し、歴史問題の理解を深めると共にその

問題の建設的な妥協点を模索したい。 

 

使用教材 
 

授業資料は講師が用意します。 

 

出席 

 

 5回以上の無断欠席はF 

 病気や緊急事態でやむを得ず欠席する時は事前に連絡すること 

 

評価 

 

出席 10 %      討論 20 %    プレゼンテーション 20 % 

報告書30 %               期末試験 20 %                                 

スケジュール 

 

1/ 24  オリエンテーション 

 シラバス案内 

 討論：東アジアの力学関係 

 

1/27 東アジアの伝統的秩序 

 先進文明としての中国 

 韓国とベトナムの小中華的世界観 

 疎外された日本 

 

1/31 太陽神話と日本のアイデンティティ 

 太陽神話のイデオロギー化 

 天照・やたがらすと三足烏のアジア神話の関係 

 日本と扶桑 

 

2/２ 海賊から見た東アジアの海上交流 

 日本海賊倭寇 

 朝鮮半島と大陸海岸線の封鎖 

 海賊と貿易 

 

2/7 秀吉が変えたアジア関係の地形 

 何故、秀吉は朝鮮を侵略したのか 

 反日感情の原点 

 明の衰退と清の台頭 

 

2/９ 徳川政権と朝鮮通信使 

 通信使の政治的役割 

 日本文人と通信使 

 通信使から見た日本 

 



２/14 「鎖国」が持たらした変化 

 徳川幕府の鎖国令 

 対欧鎖国とオランダの台頭 

 蘭学と西洋文明の輸入 

 産業化の先駆け 

 

2/1６ 討論 

 

2/21 近代化と脱亜論 

 福沢諭吉の文明論 

 明治維新と日本帝国の成立 

 朝鮮と清の親日派 

 

2/2３ 日本帝国の時代 

 中国の没落 

 日本とアジアの衝突 

 

2/28 植民地の時代 

 朝鮮での植民地政策 

 台湾の植民地化 

 植民地の抵抗 

 

3/１ 太平洋戦争とアジア 

 大東亜共栄圏の影 

 帝国主義が残したもの 

 

3/６ 残された歴史問題 

 南京事件と慰安婦問題 

 強制労働 

 

3/８ 討論 

 

3/1３ 春休み 

  

 

3/1５  春休み 

  

 

3/2０  祝日 

 

3/2２ プレゼンテーション 

 

3/27  プレゼンテーション 

 

3/29 韓国との「竹島」・「独島」問題 

 「竹島」・「独島」問題の歴史的論点 

 日本の挑発と韓国の無視 

 

4/3 中国との「尖閣島」・「釣魚島」問題 

 巡視船衝突事件の波紋 

 歴史的論点 

 アメリカの役割 

 

4/5 ロシアとの北方領土問題 

 終戦記念日と領土問題 

 ロシアの思惑 

 

4/10  映画「靖国神社」 

 

4/12 靖国神社とアジアの感情 

 靖国神社の本来の意味 

 何故アジアは靖国に怒るのか 

 日本からの観点 

 

4/17 日本の対ASEAN戦略 

 タイとの経済協力 

 

4/19 中国と日本のヘゲモニー争い 

 中国の台頭と日本経済の衰退 

 力学関係の変化 

 

4/24 日本の対韓国戦略 

 韓流が持たらした大きな変化 

 日韓同盟の新時代 

 

4/26 教科書問題と日本社会の歴史認識 



 右翼の歴史認識 

 韓国と中国の要求 

 日本の立場 

 

5/1 討論 

 

5/8 日本の対アジア認識と移民者問題 

 在日外国人問題 

 日本社会の国際化度 

 

5/10  和解への道 

 日本の認識変化 

 歴史問題の妥協点 

 前向的観点が必要なアジア 

 

 

 

 


